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三原市の人口
(８月３１日現在)

世帯数 43,823世帯（－127）

人　口 102,423人（－1,070）

男 49,072人 （－611）

女 53,351人 （－459）

（ ）内は前年同月との比較

あ
・
と
・
が
・
き

集
の
取
材
で
田
野
浦
地
区
の

予
選
会
に
行
き
ま
し
た
。
玉

入
れ
男
子
の
決
戦
直
後
、
見
事
代

表
に
選
ば
れ
た
貝
野
町
の
福
元
さ
ん

に
お
話
を
伺
っ
た
と
き
の
こ
と
▼

「
玉
入
れ
を
通
じ
て
地
域
の
い
ろ
ん

な
人
と
知
り
合
え
た
。
玉
入
れ
が
な

か
っ
た
ら
、
た
だ
挨
拶
を
す
る
だ
け

の
仲
だ
っ
た
と
思
う
」
と
、
大
粒
の

汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
話
す
、
き
ら
き

ら
と
し
た
表
情
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
▼
貝
野
町
は
、
市
民
体
育
大
会

で
４
年
連
続
優
勝
を
誇
る
玉
入
れ
の

強
豪
チ
ー
ム
。
大
会
の
数
か
月
前
か

ら
行
わ
れ
る
と
い
う
練
習
も
、「
み
ん

な
で
集
ま
っ
て
す
る
の
が
楽
し
い
。

何
度
で
も
練
習
し
た
い
」
と
笑
顔
を

見
せ
ま
す
▼
数
年
前
に
引
っ
越
し
て

来
た
福
元
さ
ん
。
最
後
に
「
こ
の
町

を
誇
り
に
思
う
。
こ
の
町
に
来
て
よ

か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
▼

市
民
体
育
大
会
の
一
つ
の
競
技
を
き
っ

か
け
に
、
人
と
人
が
つ
な
が
り
を
深

め
、
地
域
が
一
体
と
な
れ
る
こ
と
を

肌
で
感
じ
た
の
と
同
時
に
、
改
め
て

こ
の
大
会
の
存
在

の
大
き
さ
を
実
感

し
た
取
材
に
な
り

ま
し
た
。(

た)

税
な
ど
の
納
期（
普
通
徴
収
）

◎
市
県
民
税（
第
３
期
）

◎
国
民
健
康
保
険
税（
第
４
期
）

◎
介
護
保
険
料（
第
４
期
）

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
第
４
期
）

納
期
限
　
１１
月
１
日（
月
）

今
月
の
夜
間
収
納
窓
口（
１９
時
ま
で
）

７
日（
木
）・
１４
日（
木
）・
２１
日

（
木
）・
２８
日（
木
）

広
島
広
域
都
市
圏
で
サ
ン
フ

レ
ッ
チ
ェ
広
島
を
応
援
し
よ
う

と
き

１１
月
７
日（
日
）１１
時
３０
分
〜

と
こ
ろ

広
島
ビ
ッ
グ
ア
ー
チ（
広

島
市
安
佐
南
区
）

※
現
地
集
合
・
解
散
で
す
。

対
戦
相
手

浦
和
レ
ッ
ズ

定
員

４０
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費

大
人
２，
０
０
０
円
、

小
・
中
学
生
、
高
校
生
８
０
０
円

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴

が
必
要
で
す
。

※
参
加
者
に
、
抽
選
で
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
広
島
の
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

申
し
込
み

１８
日
（
月
）（
必
着
）

ま
で
に
、
は
が
き
、
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
参
加

者
全
員（
１
件
５
人
ま
で
）の
住

所
、
名
前
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
政
策
企
画
課

（
〒

港
町
三
丁
目
５
番
１

号
1
０
８
４
８
^7
６
０
０
９

5
０
８
４
８
^7
６
１
９
９
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city.miha

ra.hiroshima.jp

）へ
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の
健
康
づ
く
り
や
病
気
を
正
し
く
理
解

し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
平
成
１７
年
に
発
足
し
た
精

神
保
健
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
こ
ろ

ネ
ッ

ト
み
は
ら
。
市
内
の
病
院
、
施
設
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
大
学
な
ど
精
神
保
健
福
祉
に
携
わ
る

１３
機
関
が
集
ま
り
、
知
識
の
普
及
や
啓
発
、
心
の
病
気

を
抱
え
る
人
と
家
族
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。毎

月
開
催
す
る
運
営
委
員
会
で
は
、
各
委
員
が
さ
ま

ざ
ま
な
立
場
で
意
見
を
出
し
合
い
、
学
習
講
座
や
交
流

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企
画
・
運
営
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
心
の
悩
み
を
持
つ
人
が
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず

専
門
機
関
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
病
気
の
知
識

や
関
係
機
関
を
紹
介
し
た
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る

な
ど
、
早
期
発
見
・
治
療
に
つ
な
が
る
情
報
発
信
に
も

力
を
注
い
で
い
ま
す
。

県
立
広
島
大
学
三
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
す
る
、
こ

こ
ろ

ネ
ッ
ト
み
は
ら
ま
つ
り
で
は
、
民
生
委
員
、
精

神
障
害
者
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し
合
い
、
講

演
会
や
バ
ザ
ー
、
展
示
を
行
う
な
ど
、
幅
広
い
参
加
が

得
ら
れ
る
よ
う
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。「
毎
年
、
参
加

者
も
増
え
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
つ
り
を
通
じ
て
、
共
に
楽
し
み
、
学
び
、
ふ
れ

合
う
こ
と
で
、
精
神
疾
患
や
精
神
障
害
者
へ
の
偏
見
が

な
く
な
り
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に
な

る
よ
う
、
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
笑
顔
で
語
る

小
泉
病
院
の
大
畠
静
香
さ
ん
。「
今
後
は
、
活
動
を
支

え
て
い
く
人
材
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」

と
展
望
を
語
り
ま
す
。

保
健
福
祉
課
で
は
、
心
の
健
康
づ
く
り
や
精
神
障
害

へ
の
理
解
を
広
げ
、
共
に
支
え
合
い
、
誰
も
が
自
分
ら

し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
市
民
協
働
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
こ
こ
ろ

ネ
ッ
ト
み
は
ら
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
福
祉
課（
1
０
８
４
８
^7
６
０

６
１
5
０
８
４
８
^7
５
９
３
４
）へ
。

心
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共に支え合う
ことが大切だね

誰もが、安心して暮らせる地域をめざして
精神保健福祉ネットワーク こころ ネットみはら

▲多くの人でにぎわうこころ ネットみはらまつり ▲心でつながるネットワークを広げていきます
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